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１
．
切
磋
琢
磨
の
交
錯
史

畏
友
・
谷
徹
氏
と
の
出
会
い
か
ら
話
を
始
め
よ
う
（
記
憶
を
頼
り
に
書
く
た
め
、
記

憶
違
い
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
）。
私
が
谷
氏
と
初
め
て
出
会
っ

た
の
は
、
一
九
八
七
年
五
月
二
五
日
、
國
學
院
大
學
で
開
催
さ
れ
た
日
本
現
象
学
会

第
九
回
研
究
会
で
、
私
が
研
究
発
表
「
他
者
経
験
の
構
造
と
発
生
：
フ
ッ
サ
ー
ル
相

互
主
観
性
の
現
象
学
を
め
ぐ
っ
て
」
を
行
っ
た
時
、
司
会
を
勤
め
て
い
た
だ
い
た
の

が
谷
氏
で
あ
っ
た
。
私
は
、
一
九
八
四
年
七
月
か
ら
、
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
（
ド
イ
ツ
学
術
交
流

会
）
の
奨
学
生
と
し
て
、
ド
イ
ツ
（
当
時
は
西
ド
イ
ツ
）
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
の
ゲ
ー

テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
で
の
二
ヶ
月
の
語
学
研
修
の
後
、
ケ
ル
ン
大
学
に
一
年

間
、
ヴ
ッ
パ
タ
ー
ル
大
学
に
一
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
滞
在
し
た
あ
と
一
九
八
六
年
九
月

に
帰
国
し
、
翌
一
九
八
七
年
四
月
か
ら
西
南
学
院
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
始
め
て
す

ぐ
の
頃
で
、
帰
国
し
て
か
ら
入
会
し
た
日
本
現
象
学
会
で
の
個
人
研
究
発
表
デ

ビ
ュ
ー
だ
っ
た
。
谷
氏
の
方
は
、
そ
こ
で
司
会
を
勤
め
る
ほ
ど
で
、
す
で
に
学
会
か

ら
一
目
置
か
れ
た
存
在
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
翌
年
発
行
さ
れ
た
日
本
現
象
学
会
編

『
現
象
学
年
報
4
』（
一
九
八
八
年
十
一
月
）
に
、
私
の
発
表
要
旨
「
他
者
経
験
の
構
造

と
発
生
：
フ
ッ
サ
ー
ル
間
主
観
性
の
現
象
学
を
め
ぐ
っ
て
」（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
変
更
）

が
掲
載
さ
れ
た
が
、
同
誌
に
は
、
谷
氏
の
論
考
「
隠
れ
た
る
自
然
―
現
象
学
と
非
現

前
の
思
惟
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
私
の
同
誌
で
の
論
文
デ
ビ
ュ
ー
は
、
さ
ら
に
二

年
後
の
『
現
象
学
年
報
6
』（
一
九
九
〇
年
十
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
相
対
性
の
復
権

と
相
対
主
義
の
陥
穽
―
フ
ッ
サ
ー
ル
間
主
観
性
の
現
象
学
の
問
題
圏
に
て
―
」
な
の

で
、
谷
氏
は
私
よ
り
二
年
早
い
論
文
デ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
わ
け
だ
。

初
め
て
の
出
会
い
以
来
、
日
本
現
象
学
会
だ
け
で
な
く
、
当
時
毎
年
秋
に
八
王
子

の
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
現
象
学
解
釈
学
研
究
会
で
も
毎
回
お
会

い
す
る
よ
う
に
な
り
、
関
心
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
個
人
的
な
交
流
も
始
ま
り
、
手

紙
の
や
り
と
り
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
、
私
は
留
学
前
の
九
州
大
学
大
学
院

時
代
か
ら
福
岡
市
に
住
ん
で
い
た
が
、
谷
氏
は
一
九
八
六
年
か
ら
北
九
州
市
に
あ
る

九
州
歯
科
大
学
に
着
任
し
て
お
ら
れ
、
何
の
機
会
だ
っ
た
か
、
一
度
北
九
州
市
の
ご

自
宅
に
招
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
一
年
に
私
は
静
岡
大
学
人
文

学
部
に
着
任
し
、
一
方
、
谷
氏
は
一
九
九
四
年
に
東
京
の
城
西
大
学
に
、
さ
ら
に

一
九
九
六
年
に
は
城
西
国
際
大
学
に
転
任
さ
れ
た
。
私
は
、
一
九
九
五
年
に
博
士
論

文
に
基
づ
く
処
女
作
『
フ
ッ
サ
ー
ル
間
主
観
性
の
現
象
学
』（
創
文
社
）
を
刊
行
し
、

他
方
、
谷
氏
は
、
一
九
九
八
年
に
大
著
『
意
識
の
自
然
―
現
象
学
の
可
能
性
を
拓
く

―
』（
勁
草
書
房
）
を
刊
行
さ
れ
た
。

翻
訳
の
仕
事
も
、
谷
氏
は
、
遡
っ
て
一
九
八
四
年
に
共
訳
で
エ
ル
マ
ー
・
ホ
ー
レ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
認
知
と
言
語
―
現
象
学
的
研
究
』（
産
業
図
書
）、一
九
八
八
年
に
共

訳
で
ク
ラ
ウ
ス
・
ヘ
ル
ト
『
生
き
生
き
し
た
現
在
―
時
間
の
深
淵
へ
の
問
い
』（
北
斗

出
版
）、
一
九
九
〇
年
に
単
訳
で
デ
ト
レ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ス
ラ
ー
『
世
界
と
し
て
の

夢
―
夢
の
存
在
論
と
現
象
学
』（
法
政
大
学
出
版
局
）
を
刊
行
さ
れ
、
他
方
、
私
は
、

二
〇
〇
〇
年
に
単
訳
で
ヘ
ル
ト
『
20
世
紀
の
扉
を
開
い
た
哲
学
―
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象

フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
お
け
る
時
間
・
空
間
論

―
谷
徹
教
授
退
職
記
念
に
寄
せ
て

―
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学
入
門
―
』（
九
州
大
学
出
版
会
）、
二
〇
〇
一
年
に
同
じ
く
単
訳
で
フ
ッ
サ
ー
ル
『
デ

カ
ル
ト
的
省
察
』（
岩
波
文
庫
）
を
刊
行
し
た
。

二
〇
〇
二
年
十
一
月
に
は
、
谷
氏
は
、
一
般
向
け
の
新
書
版
の
現
象
学
入
門
書
と

し
て
、『
こ
れ
が
現
象
学
だ
』（
講
談
社
現
代
新
書
）
を
刊
行
し
た
。
私
は
二
〇
〇
三
年

三
月
に
学
内
で
発
行
さ
れ
た
或
る
冊
子
に
執
筆
し
た「
私
の
哲
学
思
想
へ
の
手
引
き
」①

の
最
後
に
「
読
ん
で
欲
し
い
本
」
五
冊
中
の
一
冊
と
し
て
こ
の
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り

の
本
を
挙
げ
た
。
そ
の
時
の
紹
介
文
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

最
後
に
、私
の
畏
友
の
近
著
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。難
解
と
言
わ
れ
る
フ
ッ
サ
ー

ル
現
象
学
を
分
か
り
や
す
く
、
し
か
し
、
レ
ベ
ル
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
広
い

視
野
を
保
ち
つ
つ
、「
解
」
き
「
説
」
い
た
も
の
で
、
新
書
版
の
現
象
学
入
門
書

と
し
て
は
、
木
田
元
『
現
象
学
』（
岩
波
新
書
、
一
九
七
〇
年
）
以
来
、
三
二
年
ぶ

り
の
快
挙
と
言
え
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
は
「
フ
ッ
サ
ー
ル
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の

年
（
拙
稿
「
フ
ッ
サ
ー
ル
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
日
本
現
象
学
会
編
『
現
象
学
年
報
』
18
、

二
〇
〇
二
年
十
一
月
）
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
じ
く
畏
友
・
山
口
一
郎
『
現
象
学

こ
と
は
じ
め
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
一
月
）、
畏
友
・
斉
藤
慶
典
『
フ
ッ

サ
ー
ル
起
源
へ
の
哲
学
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）
と
並
ん
で
、

そ
の
状
況
を
代
表
す
る
一
冊
と
な
り
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、キ
ー
ワ
ー
ド「
現

象
学
」
で
述
べ
た
よ
う
な
論
点
を
も
っ
と
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
こ
と
、

キ
ー
ワ
ー
ド
「
間
主
観
性
」
で
述
べ
た
問
題
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
学
の
特
殊

問
題
の
一
つ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
、
現
象
学
の
問
題
全
体
に
関
わ
っ
て
く
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
不
鮮
明
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
不
満
の
残
る
と
こ
ろ
が
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ま
現
象
学
の
最
良
の
入
門
書
を
一
冊
挙
げ
る
と

す
れ
ば
、
筆
頭
に
挙
げ
る
べ
き
書
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
年
（
二
〇
〇
三
年
）
の
四
月
か
ら
、
谷
氏
は
立
命
館
大
学
文
学
部
に
転

任
さ
れ
、
同
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
立
命
館
大
学
哲
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
象
学

以
後
の
／
に
よ
る
現
象
学
―
21
世
紀
の
扉
を
開
く
た
め
に
―
」
に
呼
ん
で
い
た
だ
い

た
私
は
、
提
題
「
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
現
象
学
と
存
在
論
」
を
行
っ
た
。
実
は
、

静
岡
大
学
の
私
の
前
任
者
で
あ
る
池
田
善
昭
氏
が
、
谷
氏
よ
り
早
く
立
命
館
大
学
に

転
任
し
て
お
り
、
谷
氏
と
同
僚
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、
お
二
人
の
力
で
お
声
を
か
け

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
う
。

こ
れ
ら
出
版
関
係
の
仕
事
と
並
行
し
て
、
一
九
九
四
年
四
月
か
ら
一
九
九
七
年
三

月
ま
で
、
科
学
研
究
費
研
究
成
果
公
開
促
進
費
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
代
表
：
浜
渦
）
の

補
助
に
よ
り
、「
フ
ッ
サ
ー
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
構
築
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
結
果
を
公
開
し
た
が②
、
谷
氏
に
は
共
同
研
究
者
と
し
て
協
力
い
た
だ
い
た③
。
そ

の
後
、
前
述
の
現
象
学
解
釈
学
研
究
会
が
幕
を
閉
じ
た
後
を
受
け
て
、
二
〇
〇
二
年

三
月
に
、
同
じ
八
王
子
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
会
の
創
立
記

念
・
第
一
回
研
究
会
を
開
催
し
た
が
、
そ
の
呼
び
か
け
人
の
一
人
と
な
っ
て
い
た
だ

い
た④
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
、
科
学
研
究
費
・
基

盤
研
究
（
Ｂ
―
1
）
に
よ
る
研
究
課
題
「
新
資
料
・
新
研
究
に
基
づ
く
、
フ
ッ
サ
ー
ル

現
象
学
国
際
的
研
究
の
新
し
い
地
平
の
開
拓
」（
代
表
：
浜
渦
）
に
よ
り
、
フ
ッ
サ
ー

ル
研
究
国
際
会
議 in

 Japan

を
四
回
開
催
し
た
が
、そ
の
共
同
研
究
者
と
し
て
も
協

力
い
た
だ
き
、
海
外
か
ら
研
究
者
を
招
へ
い
す
る
際
の
窓
口
の
一
人
と
し
て
活
躍
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
、
科
学
研
究
費
・

基
盤
研
究
（
Ｂ
―
1
）
の
研
究
課
題
「「
い
の
ち
・
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
」
を
め
ぐ
る
現

代
的
問
題
へ
の
応
用
現
象
学
か
ら
の
貢
献
の
試
み
」（
代
表
：
榊
原
哲
也
）
で
は
、
谷

氏
と
と
も
に
共
同
研
究
者
を
勤
め
、
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
年
三

月
ま
で
は
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
―
1
）
の
研
究
課
題
「
多
極
化
す
る
現
象

学
の
新
世
代
組
織
形
成
と
連
動
し
た
「
間
文
化
現
象
学
」
の
研
究
」（
代
表
：
谷
徹
）
で

は
、
私
が
共
同
研
究
者
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
私
は
二
〇
〇
八
年
に
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
転
任
し
、
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二
〇
一
八
年
三
月
に
定
年
退
職
す
る
ま
で
、
十
年
間
大
阪
大
学
の
教
壇
に
立
つ
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
か
ん
、
二
〇
一
一
年
度
に
谷
氏
か
ら
請
わ
れ
て
立
命
館
大
学
の
非

常
勤
講
師
と
し
て
い
く
つ
か
の
講
義
・
演
習
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
当
時
住
ん
で
い
た
豊
中
市
か
ら
立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で

は
片
道
二
時
間
ほ
ど
か
か
り
、
朝
か
ら
出
か
け
て
二
コ
マ
の
授
業
を
し
て
夕
方
帰
宅

す
る
と
い
う
、
一
日
が
か
り
の
仕
事
に
疲
れ
て
し
ま
い
、
一
年
だ
け
で
辞
退
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
年
間
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
立
命
館
大
学
の
学
生
・
院

生
・
卒
業
生
や
同
僚
の
方
々
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
そ
の
後
に
も
繋
が
っ

て
行
く
い
い
機
会
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、
学
会
活
動
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
日
本
現
象
学
会
で
は
、
と
も
に
長
ら

く
委
員
を
勤
め
、
大
会
や
委
員
会
で
ご
一
緒
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
河
合

文
化
教
育
研
究
所
の
木
村
敏
氏
を
中
心
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
か
ら
一
八
年
間
続
い
た

河
合
臨
床
哲
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
お
そ
ら
く
谷
氏
が
運
営
委
員
を
勤
め
て
お
ら

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
と
思
う
が
、
二
〇
〇
六
年
に
発
表
の
機
会
を
、
ま
た
二
〇
一
三

年
に
は
司
会
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
論
文
集
に
二
本
の
論
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た⑤
。「
二
つ
の
臨
床
哲
学
」
と
題
し
て
、
一
方
の
木
村
敏
氏
の
臨
床
哲
学
と
、
他
方

の
大
阪
大
学
で
鷲
田
清
一
・
中
岡
成
文
両
氏
が
始
め
私
が
引
き
継
い
で
い
た
臨
床
哲

学
と
を
、
比
較
し
な
が
ら
論
じ
る
機
会
を
得
た
の
も
、
谷
氏
が
橋
渡
し
し
て
く
れ
た

お
か
げ
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
三
〇
年
以
上
に
渡
っ
て
交
錯
す
る
学
術

交
流
の
な
か
で
、
私
は
ほ
と
ん
ど
同
世
代
の
谷
氏
と
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
を
し
、
関

心
を
共
有
し
な
が
ら
も
互
い
に
距
離
を
保
ち
つ
つ
、
と
も
に
成
長
し
て
き
た
の
だ
と

思
う
。
こ
う
い
う
「
離
れ
て
共
に
歩
む
人
」
が
な
か
っ
た
ら
、
今
の
私
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
、
分
か
ら
な
い
。
次
節
で
は
、
も
う
少
し
お
互
い
の
研
究
内
容
に
踏
み
込

ん
で
、
谷
氏
の
研
究
と
私
の
研
究
の
「
近
さ
と
距
離
（N

äh
e u

n
d D

istan
z

）」
を
論

じ
た
い
と
思
う
。

２
．
時
間
・
空
間
へ
の
問
い

前
述
の
よ
う
に
谷
氏
が
共
訳
者
と
な
っ
た
ヘ
ル
ト
『
生
き
生
き
し
た
現
在
―
時
間

の
深
淵
へ
の
問
い
』（
一
九
八
八
年
）
は
フ
ッ
サ
ー
ル
晩
年
の
時
間
論
を
当
時
未
刊
行

だ
っ
た
Ｃ
草
稿
を
も
と
に
考
察
し
た
名
著
だ
っ
た
が
、
谷
氏
は
前
述
の
論
考
「
隠
れ

た
る
自
然
―
現
象
学
と
非
現
前
の
思
惟
」（
一
九
八
八
年
）
で
も
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間

論
に
言
及
し
て
い
た
し
、
ヘ
ル
ト
の
同
書
の
共
訳
者
で
あ
る
斎
藤
慶
典
氏
も
、「
フ
ッ

サ
ー
ル
初
期
時
間
論
に
お
け
る
〈
絶
対
的
意
識
流
〉
を
め
ぐ
っ
て
」（
日
本
哲
学
会
編

『
哲
學
』
37
号
、
一
九
八
七
年
）
で
フ
ッ
サ
ー
ル
時
間
論
を
論
じ
て
い
た
。
そ
の
頃
、
こ

の
二
人
の
み
な
ら
ず
、
私
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
者
の
多
く
が
、
フ
ッ

サ
ー
ル
の
時
間
論
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
り⑥
、
私
も
そ
の
例
に
漏
れ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た⑦
。

し
か
し
、
私
は
前
述
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
時
、
一
年
目
の
ケ
ル
ン
大
学

で
は
、『
エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
の
空
間
構
成
の
理
論
』（E

d
m

u
n

d
 H

u
sserls 

T
h

eorie d
er R

au
m

kon
stitu

tion
, M

artin
u

s N
ijh

off, 1964

）
の
著
者
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・

ク
レ
ス
ゲ
ス
教
授
に
手
紙
を
書
い
て
受
け
入
れ
教
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

師
で
あ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ラ
ン
ト
グ
レ
ー
ベ
は
、
エ
デ
ィ
ッ
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン

の
後
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
助
手
を
務
め
、
フ
ッ
サ
ー
ル
没
後
、
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ィ
ン
ク

と
と
も
に
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
を
軌
道
に
乗
せ
た
人
で
、
そ
の
後
ケ
ル

ン
大
学
教
授
と
な
り
弟
子
を
育
て
て
ケ
ル
ン
学
派
と
呼
ば
れ
た
が
、
そ
の
門
下
生
と

し
て
頭
角
を
現
し
た
の
が
、
空
間
論
の
ク
レ
ス
ゲ
ス
と
時
間
論
の
ヘ
ル
ト
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
私
が
留
学
し
た
頃
に
は
、
ク
レ
ス
ゲ
ス
は
す
で
に
現
象
学
研
究
か
ら
離

れ
、
ド
イ
ツ
観
念
論
か
ら
分
析
哲
学
へ
と
関
心
を
移
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
私
を

ケ
ル
ン
大
学
に
あ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
文
庫
支
部
に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
り
、
当
時
助

手
を
務
め
て
い
た
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
マ
ー
氏
（
現
在
は
ケ
ル
ン
大
学
教
授
）
と
引
き

合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
文
庫
の
研
究
環
境
を
自
由
に
使
わ
せ
て
や
っ
て
く
れ
と
紹
介
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し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
は
、感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ロ
ー
マ
ー
氏
が
、

半
年
後
に
、
二
週
間
に
一
度
ヴ
ッ
パ
タ
ー
ル
大
学
で
ヘ
ル
ト
教
授
が
行
っ
て
い
る
現

象
学
コ
ロ
キ
ウ
ム
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、
一
緒
に
行
か
な
い
か
と
誘
っ
て
く
だ
さ

り
、
同
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は
ヴ
ッ
パ
タ
ー
ル
大
学
に
席
を

移
し
、
も
う
一
年
間
、
ヘ
ル
ト
教
授
の
も
と
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
私

は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
空
間
論
の
ク
レ
ス
ゲ
ス
と
フ
ッ
サ
ー
ル
時
間
論
の
ヘ
ル
ト
の
も
と

で
学
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
の
同
世
代
の
研
究
者
た
ち
が

フ
ッ
サ
ー
ル
時
間
論
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
な
ら
、
私
は
む
し
ろ
フ
ッ
サ
ー
ル
空

間
論
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら⑧
。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
的
時
間
論
と
現
象
学
的
空
間

論
を
セ
ッ
ト
に
し
て
論
ず
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
こ
と
に
し
た⑨
。
し
か
も
、
ひ
ょ
ん

な
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
フ
ッ
サ
ー
ル
『
間
主
観
性
の
現
象
学
』
全
三
巻

（『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』
第
十
三
〜
十
五
巻
）
の
読
破
に
専
念
し
た
こ
と
か
ら
、
時
間
と
空

間
を
間
主
観
性
の
問
題
圏
で
論
ず
る
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
論
は
主
に
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
、
一
八
九
三
年
か
ら

一
九
一
七
年
ま
で
の
講
義
録
と
草
稿
か
ら
成
る
初
期
の『
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
』

（
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
第
十
巻
）、
一
九
一
七
／
一
八
年
の
草
稿
か
ら
成
る
中
期
の
『
時
間

意
識
に
つ
い
て
の
ベ
ル
ナ
ウ
草
稿
』（
同
第
三
三
巻
）、一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
四
年

ま
で
の
草
稿
か
ら
な
る
後
期
の『
時
間
構
成
に
つ
い
て
の
後
期
テ
キ
ス
ト
―
Ｃ
草
稿
』

（
同
資
料
集
第
八
巻
）
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る⑩
。
他
方
、
フ
ッ
サ
ー
ル
空
間
論
と
し
て
は
、

初
期
に
は
、
一
八
八
六
年
か
ら
一
九
〇
一
年
の
草
稿
か
ら
成
る
『
算
術
と
幾
何
学
の

研
究
』（
同
第
二
一
巻
）、一
九
〇
七
年
の
講
義
録
と
草
稿
か
ら
成
る
『
物
と
空
間
』（
同

第
十
六
巻
）、
お
よ
び
、
晩
年
に
は
、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
学
の
危
機
と
超
越
論
的
現
象

学
』（
同
第
六
巻
）、な
か
で
も
付
論
三
「
志
向
的
歴
史
的
問
題
と
し
て
の
幾
何
学
の
起

源
へ
の
問
い
」、
Ｍ
・
フ
ァ
ー
バ
ー
の
フ
ッ
サ
ー
ル
記
念
論
文
集
で
公
開
さ
れ
た
晩
年

の
草
稿
「
自
然
の
空
間
性
の
現
象
学
的
起
源
に
関
す
る
基
礎
研
究
―
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

説
の
転
覆
」⑪

の
テ
キ
ス
ト
な
ど
が
あ
る⑫
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
初

期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
折
り
に
ふ
れ
て
、
時
間
・
空
間
を
論
じ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
フ
ッ
サ
ー
ル
は
時
間
と
空
間
の
問
題
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
裏
付
け
る
た
め
の
参
照
箇
所
を
挙
げ
る
余

裕
が
な
い
が⑬
、お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
事
情
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
一
九
〇
〇
年
に
刊
行
し
た
『
論
理
学
研
究
』
第
一
巻
で
は
、
論
理

学
を
心
理
学
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
心
理
学
主
義
の
誤
謬
を
、
リ
ア
ル
な
も

の
と
イ
デ
ア
ル
な
も
の
の
「
領
域
の
混
同
」「
他
の
類
へ
の
移
行
（
メ
タ
バ
シ
ス
）」
と

し
て
批
判
し
、
リ
ア
ル
な
も
の
と
イ
デ
ア
ル
な
も
の
の
間
に
は
「
永
遠
に
橋
渡
し
の

で
き
な
い
根
本
的
本
質
的
な
相
違
」
が
あ
る
と
し
て
い
た
が
、
翌
一
九
〇
一
年
に
刊

行
し
た
同
第
二
巻
で
は
、
両
者
の
区
別
を
言
う
だ
け
で
は
「
到
底
、
満
足
で
き
な
い
」

と
述
べ
、「
イ
デ
ア
ル
な
も
の
は
リ
ア
ル
な
も
の
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の

か
」
が
問
題
と
な
る
と
し
て
、「
こ
こ
に
現
象
学
的
分
析
が
始
ま
る
」
と
述
べ
て
、
両

者
が
出
会
う
一
つ
の
場
面
と
し
て
第
一
研
究
「
表
現
と
意
味
」
か
ら
始
め
て
い
た
。

し
か
し
、「
リ
ア
ル
／
イ
デ
ア
ル
」
と
い
う
用
語
は
伝
統
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
含
意
を

も
っ
て
使
わ
れ
て
き
た
た
め
誤
解
を
招
き
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
一
三
年
に

刊
行
し
た
『
イ
デ
ー
ン
』
第
一
巻
で
は
避
け
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
用
語
で

フ
ッ
サ
ー
ル
が
言
わ
ん
と
し
て
い
た
の
は
、「
リ
ア
ル
」
と
は
時
間
・
空
間
に
お
い
て

限
定
さ
れ
て
い
る
（
特
定
の
時
間
・
空
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
）
こ
と
で
あ
り
、「
イ

デ
ア
ル
」
と
は
時
間
・
空
間
に
お
い
て
限
定
さ
れ
て
い
な
い
（
そ
の
よ
う
に
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
）
こ
と
で
あ
っ
た
。
時
間
・
空
間
に
お
い
て
限
定
さ
れ
て
い
る
（
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
し
て
、
ど
う
し
た
ら
時
間
・

空
間
に
お
い
て
限
定
さ
れ
な
い
も
の
（
イ
デ
ア
ル
な
も
の
）
が
限
定
さ
れ
た
も
の
（
リ

ア
ル
な
も
の
）と
関
係
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
う
し
た
こ
と
を
解
明
す
る
た
め

に
は
、
そ
も
そ
も
時
間
・
空
間
と
は
何
か
が
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
際

に
、
科
学
的
な
い
し
物
理
学
的
な
時
間
・
空
間
を
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た
も
の
と
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し
て
前
提
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
時
間
・
空
間
が
ど
の
よ
う

に
私
に
現
れ
て
い
る
か
と
い
う
、
現
象
学
的
分
析
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

３
．
時
間
と
空
間
の
現
象
学

フ
ッ
サ
ー
ル
は
『
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
』
の
序
論
を
、
時
間
に
つ
い
て
「
も

し
誰
も
私
に
問
わ
な
け
れ
ば
、
私
は
知
っ
て
い
る
。
も
し
問
う
者
に
解
き
明
か
そ
う

と
す
れ
ば
、
私
は
知
ら
な
い
」
と
い
う
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
言
葉
を
引
用
す
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い
た
が
、
同
じ
こ
と
は
空
間
に
つ
い
て
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
時
間
に

劣
ら
ず
空
間
も
ま
た
、私
た
ち
が
普
段
当
た
り
前
（
自
明
）
の
こ
と
と
思
っ
て
い
な
が

ら
、い
ざ
「
そ
れ
は
何
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
と
答
え
に
窮
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
、
カ
ン
ト
の
用
語
を
借
り
て
言
え
ば
、「
経
験
に
先
立
ち
な
が

ら
、経
験
を
可
能
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で
「
超
越
論
的
」
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
間
・
空
間
を
「
感
性
の
形
式
」
と
し
て
超
越
論
的
感
性
論
に
お
い
て
論

じ
た
カ
ン
ト
に
比
べ
る
と
、フ
ッ
サ
ー
ル
は
、そ
れ
を
ま
っ
た
く
異
な
る
意
味
で
「
超

越
論
的
」
な
も
の
と
し
て
捉
え
た
。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
は
、
カ
ン
ト
の
超
越
論

哲
学
を
根
本
的
に
改
造
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

前
述
の
『
算
術
と
幾
何
学
の
研
究
』
に
収
録
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
（
一
八
九
二
／
三
年
）

で
初
期
の
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、「
学
問
外
の
（au

ßerw
issen

sch
aftlich

）
意
識
に
と
っ
て

の
空
間
、
子
ど
も
で
あ
れ
大
人
で
あ
れ
、
専
門
家
で
あ
れ
素
人
で
あ
れ
、
誰
も
が
生

き
生
き
と
し
た
知
覚
や
想
像
に
お
い
て
見
出
す
よ
う
な
空
間
」
で
あ
る
「
直
観
の
空

間
」
と
、「
学
問
的
思
惟
の
空
間
、
学
問
外
の
意
識
の
も
つ
空
間
表
象
の
論
理
的
加
工

に
よ
る
概
念
形
成
物
で
あ
る
幾
何
学
的
空
間
」
と
を
区
別
し
（X

X
I, 271

）⑭
、「
直
観
の

空
間
か
ら
の
純
粋
幾
何
学
の
空
間
の
発
生
」（X

X
I, 406

）
を
解
明
す
る
こ
と
を
課
題

と
し
て
立
て
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
中
期
の
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、『
イ
デ
ー
ン
Ⅰ
』

の
手
沢
本
に
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
注
意
書
き
に
、「
経
験
の
カ
ン
ト
的
な
概
念
を

根
底
に
お
い
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
前
理
論
的
な
経
験
の
概
念
を
、
そ

し
て
何
よ
り
ま
ず
前
学
問
的
な
生
に
お
い
て
現
に
体
験
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
調
和

的
に
進
行
す
る
知
覚
の
概
念
を
根
底
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
」（III/2, 497

）
と
述
べ

て
い
た
。
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
は
「
幾
何
学
の
空
間
」
と
「
直
観
の
空

間
」
と
を
区
別
し
な
か
っ
た
た
め
、「
直
観
の
空
間
」
を
論
じ
て
い
る
つ
も
り
で
「
幾

何
学
の
空
間
」
の
議
論
を
持
ち
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。
空
間
の
問
題
を
扱
う
た
め

に
は
、
ま
ず
、
こ
の
両
者
を
区
別
し
、「
下
か
ら
」
す
な
わ
ち
「
直
観
の
空
間
」
か
ら

明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
に
初
め
て
、
そ
こ
か
ら
「
幾
何
学
の
空
間
」
が
ど
の
よ
う
に

「
発
生
」し
た
の
か
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
学
問
的
な

「
直
観
の
空
間
」
は
、
後
の
「
生
世
界
の
（leben

sw
eltlich

）
空
間
」
を
先
取
り
す
る

も
の
と
言
え
よ
う
。

一
九
〇
七
年
の
講
義
『
物
と
空
間
』
で
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、「
前
学
問
的
自
然
の
問
題

圏
と
学
問
的
自
然
の
問
題
圏
」
と
を
分
け
、「
ま
ず
前
学
問
的
自
然
―
も
っ
ぱ
ら
経
験

的
な
直
観
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
（
そ
れ
ゆ
え
、
カ
ン
ト
の
意
味
で
の
「
経
験
」
で
は
な

い
）―
に
の
み
超
越
論
的
な
問
い
を
向
け
」（X

V
II, 272

）よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
フ
ッ

サ
ー
ル
は
、「
知
覚
に
お
い
て
、
対
象
は
自
我
身
体
（Ich

leib

）
と
の
関
係
を
持
ち
」

（X
V

II, 10

）、「
そ
れ
〔
自
我
身
体
〕
は
、
あ
ら
ゆ
る
空
間
的
な
状
態
が
そ
れ
と
の
関

係
に
お
い
て
現
出
す
る
よ
う
な
、
常
に
存
す
る
関
係
点
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
出
に
お

い
て
左
右
、前
後
、上
下
を
規
定
し
て
い
る
」（X

V
II, 80

）
と
い
う
。
後
に
『
イ
デ
ー

ン
Ⅰ
』
の
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、「
空
間
的
な
存
在
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
（S

tan
dpu

n
kt

）
か
ら
、
変
化
す
る
方
位
づ
け
（O

rien
tieru

n
g

）
に
お
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
、
現
出
、
射
映

（A
bsch

attu
n

g

）
に
お
い
て
見
る
と
語
る
こ
と
は
意
味
を
な
さ
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
が
、
逆
に
言
え
ば
、「
直
観
の
空
間
」
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
が
「
自
我
身
体
」
を

「
こ
こ
」
と
す
る
「
観
点
か
ら
、
方
位
づ
け
に
お
い
て
、
側
面
、
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
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ヴ
、
現
出
、
射
映
に
お
い
て
」
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
指
摘
し
て
置
き
た
い
の
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
、
或
る
対
象
と
別

の
対
象
と
の
間
の
「
間
隔
（A

bstan
d

）」
と
、「
私
の
身
体
」
と
或
る
対
象
の
間
の

「
距
離
（E

n
tfern

u
n

g

）」
と
を
区
別
し
、「
本
来
的
な
意
味
で
は
距
離
は
、
こ
の
よ
う

な
間
隔
と
し
て
は
与
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
本
来
的
な
意
味
で
は
知
覚
可
能
な
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
」（X

V
II, 228

）
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
距
離
」

と
い
う
の
は
、「
私
の
身
体
」（
私
の
視
点
）
か
ら
或
る
対
象
ま
で
の
「
奥
行
き
」
と
も

言
う
べ
き
「
生
き
ら
れ
る
空
間
」
で
あ
る
が
、「
間
隔
」
と
い
う
の
は
、
第
三
者
的
な

視
点
か
ら
俯
瞰
さ
れ
、
測
量
さ
れ
る
「
幾
何
学
的
空
間
」
な
の
で
あ
る
。
一
九
二
〇

年
代
の
『
間
主
観
性
の
現
象
学
』
に
収
録
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
フ
ッ
サ
ー
ル
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
の
身
体
は
或
る
仕
方
で
原
運
動
的
（u

rbew
eglich

）
な
客

体
で
あ
る
。......

あ
ら
ゆ
る
場
所
と
間
隔
は
私
の
身
体
に
対
し
て
構
成
的
な
関
係
を

持
っ
て
い
る
。......

間
隔
の
知
覚
は
、
私
が
或
る
場
所
へ
、
ま
た
別
の
場
所
へ
身
を

置
き
、
ま
た
或
る
場
所
か
ら
別
の
場
所
へ
動
く
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

る
。......

或
る
物
体
の
私
か
ら
の
間
隔
（
そ
の
距
離
）
は
原
間
隔
（U

rabstan
d

）
で
あ

り
、
こ
れ
が
別
の
物
体
相
互
の
関
係
に
移
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
互
い
に
距

離
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
私
が
一
つ
の
場
所
に
身
を
置
き
、
そ
こ
か
ら
別
の
場
所
へ

と
行
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
」（X

IV
, 541-544

）。
こ
こ
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
は
、或
る
物
体
と
「
私
の
身
体
」
の
間
の
キ
ネ
ス
テ
ー
ゼ
的
に
（
受
動
的

綜
合
に
よ
っ
て
）
構
成
さ
れ
る
距
離
こ
そ
が
、
或
る
物
体
と
別
の
物
体
の
「
相
互
外
在

（au
ßerein

an
der

）」
的
な
間
隔
に
対
し
て
、「
原
間
隔
」
と
し
て
機
能
す
る
（
後
者
は

前
者
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
る
）、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
空
間
に
お
け
る

二
つ
の
物
体
の
間
隔
と
い
う
の
は
、
私
が
そ
の
距
離
を
「
通
り
抜
け
る
」
こ
と
、
私

が
一
つ
の
物
体
か
ら
別
の
物
体
へ
の
「
行
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
捉
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
或
る
物
体
の
「
私
の
身
体
」
か
ら
の
「
距
離
」
こ
そ
が
「
原
間
隔
」
な

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
等
質
的
な
「
幾
何
学
の
空
間
」（
客
観
的
空
間
）
は
、「
直
観

の
空
間
」（
現
象
学
的
空
間
）
に
お
け
る
キ
ネ
ス
テ
ー
ゼ
的
な
運
動
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

『
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
』
に
話
を
戻
せ
ば
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
そ
の
序
論
で
、
一

方
の
「
客
観
的
時
間
」
と
そ
の
遮
断
に
よ
り
「
現
出
す
る
時
間
」
と
の
対
比
と
、
他

方
の
「
客
観
的
空
間
」
と
そ
の
遮
断
に
よ
り
「
現
出
す
る
空
間
」
と
の
対
比
と
を
比

喩
的
に
語
り
、
第
九
節
で
は
、「
空
間
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
類
似
し
た
一
種
の
時

間
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」（X

, 26

）
を
語
り
、
本
来
は
空
間
に
お
い
て
使
わ
れ
る

「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」と
い
う
用
語
を
時
間
に
も
比
喩
的
に
使
う
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
。「
把
持
（R

eten
tion

）」
と
「
予
持
（P

roten
tion

）」
を
「
時
間
の
庭
（Z

eith
of

）」

と
呼
び
、
そ
れ
ら
が
「
今
の
生
き
生
き
し
た
地
平
（H

orizon
t

）
を
構
成
す
る
」（X

, 

43

）
と
い
う
時
に
も
、「
空
間
的
な
背
景
（H

in
tergru

n
d

）」
と
同
様
に
、「
前
景
は
背

景
な
し
に
あ
り
え
な
い（V

ordergru
n

d ist n
ich

ts oh
n

e H
in

tergru
n

d

）。
現
出
す
る

側
面
（S

eite

）
は
現
出
し
な
い
側
面
な
し
に
あ
り
え
な
い
」（X

, 55

）
と
、
こ
れ
ま
で

「
直
観
の
空
間
」
を
論
ず
る
際
に
使
っ
て
き
た
こ
れ
ら
の
用
語
を
、こ
こ
現
象
学
的
時

間
を
論
ず
る
時
に
も
比
喩
的
に
使
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、「
空

間
の
構
成
と
時
間
の
構
成
は
平
行
す
る
（parallel

）
問
題
で
あ
る
」（X

, 120

）
と
も

述
べ
る
よ
う
に
、
現
象
学
的
時
間
論
を
現
象
学
的
空
間
論
と
パ
ラ
レ
ル
に
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、「
空
間
事
物
の
構
成
は
時
間
構
成
を

前
提
し
て
い
る
」（X

, 94

）
と
し
て
、
現
象
学
的
時
間
論
は
現
象
学
的
空
間
論
の
基
層

を
成
し
て
い
る
（
前
者
が
後
者
を
「
基
づ
け
」
て
い
る
）
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現

象
学
的
空
間
論
が
、
私
の
身
体
を
「
絶
対
的
な
こ
こ
」（
零
点
）
と
し
て
広
が
る
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
お
い
て
左
右
・
前
後
・
上
下
を
も
っ
た
非
等
質
的
な
空
間
か
ら
い

か
に
し
て
等
質
的
・
幾
何
学
的
・
客
観
的
な
空
間
が
構
成
さ
れ
る
か
を
解
明
し
よ
う

と
す
る
の
と
平
行
す
る
よ
う
に
、
現
象
学
的
時
間
論
は
源
泉
点
と
し
て
の
「
今
」
の

「
生
き
生
き
し
た
地
平
」
を
な
す
「
把
持
」（
つ
い
さ
っ
き
）
と
「
予
持
」（
も
う
す
ぐ
）

と
い
う
非
主
題
的
な
志
向
性
に
よ
る
非
等
質
的
な
時
間
か
ら
い
か
に
し
て
等
質
的
・
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物
理
学
的
・
客
観
的
な
時
間
が
構
成
さ
れ
、
主
題
的
な
過
去
の
「
想
起
」
や
未
来
の

「
予
期
」
が
可
能
と
な
る
か
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
時
間
・
空
間
論
を
さ
ら

に
追
跡
す
る
こ
と
は
控
え
、谷
氏
と
私
の
関
係
に
関
わ
る
話
に
戻
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
前
述
の
よ
う
に
ヘ
ル
ト
に
よ
る
後
期
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
論
で

あ
る
『
生
き
生
き
と
し
た
現
在
』
の
共
訳
者
で
あ
る
谷
徹
氏
が
、
万
全
を
期
し
て
成

し
遂
げ
た
訳
業
で
あ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
『
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
』（
ち
く
ま
学
芸
文

庫
、
二
〇
一
六
年
）
が
、
ち
ょ
う
ど
私
が
山
口
一
郎
氏
と
の
共
同
監
訳
に
よ
り
刊
行
し

た
フ
ッ
サ
ー
ル
『
間
主
観
性
の
現
象
学
』
三
巻
本
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、

二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
五
年
）
の
後
を
追
う
よ
う
に
刊
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
ら
翻
訳
の
刊
行
を
挟
ん

で
二
〇
一
八
年
ま
で
、私
に
と
っ
て
と
も
に
畏
友
で
あ
る
谷
氏
と
山
口
氏
と
の
間
で
、

「
過
去
把
持
の
二
重
の
志
向
性
」⑮

を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
、
通
称
「
谷
・
山
口
論
争
」

の
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
冒
頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
、私
が
谷
氏
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、一
九
八
七

年
五
月
の
日
本
現
象
学
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
私
が
山
口
氏
と
初
め
て
出
会
っ

た
の
は
、
そ
の
前
年
の
、
私
が
帰
国
す
る
前
、
一
九
八
六
年
六
月
ト
リ
ア
ー
で
開
催

さ
れ
た
ド
イ
ツ
現
象
学
会
の
場
で
、
新
田
義
弘
先
生
に
紹
介
さ
れ
て
お
話
し
し
た
時

で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
当
時
、
確
か
ボ
ッ
フ
ム
大
学
で
日
本
語
の
講
師
を
し
て
お

ら
れ
た
と
思
う
が
、
す
で
に
『
現
象
学
叢
書
』
の
シ
リ
ー
ズ
で P

assive S
yn

th
esis 

u
n

d
 In

tersu
bjektivität bei E

d
m

u
n

d
 H

u
sserl

（P
h

aen
om

en
ologica B

d.86, 

1982

）
を
刊
行
し
て
い
て
、
ド
イ
ツ
の
現
象
学
研
究
者
の
間
で
も
一
目
置
か
れ
て
い

た
。
そ
の
後
帰
国
し
て
、東
洋
大
学
文
学
部
に
着
任
さ
れ
、前
述
の
よ
う
に
二
〇
〇
二

年
の
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
会
の
立
ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
は
、
呼
び
か
け
人
の
一
人
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
―
1
）
の
研
究
課
題
「
新

資
料
・
新
研
究
に
基
づ
く
、
前
述
の
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
国
際
的
研
究
の
新
し
い
地

平
の
開
拓
」（
代
表
：
浜
渦
）
で
も
、
山
口
氏
に
は
ド
イ
ツ
の
フ
ッ
サ
ー
ル
研
究
者
と

の
橋
渡
し
役
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、

フ
ッ
サ
ー
ル
『
間
主
観
性
の
現
象
学
』
全
三
巻
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
の
翻
訳
で
は
共

同
監
訳
者
と
し
て
、
共
同
作
業
を
行
っ
て
き
た
間
柄
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
と
も
に

尊
敬
す
る
谷
氏
と
山
口
氏
が
行
っ
た
論
争
に
つ
い
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
沈
黙

を
守
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
私
な
り
の
考
え
を
述
べ
て
お
く
の
は
お
二
人
に
対
す
る

礼
儀
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

４
．（
過
去
）
把
持
の
二
重
の
志
向
性

論
争
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
山
口
氏
の
著
書
『
存
在
か
ら
生
成
へ
―
フ
ッ
サ
ー

ル
発
生
的
現
象
学
研
究
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
五
年
）
に
つ
い
て
、
谷
氏
が
『
週
刊
読

書
人
』（
二
〇
〇
六
年
二
月
三
日
号
）
に
発
表
し
た
書
評
「
著
書
に
よ
る
「
闘
争
」
の
書
」

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
谷
氏
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
受
動
的
綜
合
の
分
析
』（
国
文
社
、

一
九
九
七
年
）
の
共
訳
者
で
も
あ
る
山
口
氏
の
新
著
が
、
自
覚
的
（
能
動
的
）
次
元
が

成
立
す
る
以
前
に
生
じ
て
い
る
「
受
動
的
綜
合
」
を
出
発
点
に
し
て
経
験
を
解
明
す

る
「
発
生
的
現
象
学
」
を
「
見
事
に
際
立
て
た
」
の
は
「
大
き
な
収
穫
で
あ
る
」
と

評
価
し
な
が
ら
も
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
基
礎
概
念
に
つ
い
て
「
標
準
的
理
解
」
に

反
し
て
「
不
明
確
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
『
内
的
時

間
意
識
の
現
象
学
』
第
三
九
節
「
把
持
の
二
重
の
志
向
性
と
意
識
流
の
構
成
」
で
論

じ
ら
れ
た
「
縦
の
志
向
性
」
と
「
横
の
志
向
性
」
の
理
解
で
あ
っ
た
。

こ
の
書
評
に
対
し
て
山
口
氏
は
、同
じ
『
週
刊
読
書
人
』（
同
年
二
月
二
四
日
号
）
で

反
論
を
寄
せ
、
谷
氏
の
指
摘
は
「
過
去
把
持
の
二
重
の
志
向
性
の
誤
訳
に
よ
る
フ
ッ

サ
ー
ル
時
間
論
の
曲
解
」
で
あ
る
と
断
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
山
口
氏
に
よ
れ
ば
、

Q
u

erin
ten

tion
alität

を
「
縦0

の
志
向
性
」
と
訳
し
、L

än
gsin

ten
tion

alität

を

「
横0

の
志
向
性
」
と
訳
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
谷
氏
だ
け
で
な
く
、『
内
的
時
間
意
識
の
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現
象
学
』
の
標
準
的
訳
語
（
立
松
弘
孝
訳
）
も
『
現
象
学
事
典
』
の
「
時
間
」
の
項
目

（
斎
藤
慶
典
）
と
「
時
間
意
識
」
の
項
目
（
榊
原
哲
也
）
に
見
ら
れ
る
訳
語
も
す
べ
て
、

「
縦
と
横
を
逆
に
し
て
、
前
者
を
「
横0

の
志
向
性
」、
後
者
を
「
縦0

の
志
向
性
」
と
訳

し
て
い
る
」
と
「
誤
訳
」
を
指
摘
す
る
（
以
下
、
両
者
の
間
で
「
縦
と
横
が
逆
」
に
な
る

の
で
、
そ
の
点
を
注
意
し
な
が
ら
、
読
み
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
）。
つ
ま
り
、
山
口
氏
の

訳
語
の
選
択
の
論
拠
は
こ
う
で
あ
る
。

Q
u

erin
ten

tion
alität

のqu
er

は
、「
道
を
横
切
る
」
と
き
のquer

で
あ
り
、

ま
た
、「
流
れ
や
道
の
方
向
に
抗
し
て
、横
に
渡
す
」
と
い
う
意
味
が
原
意
だ
。
し

た
が
っ
てQ

u
erin

ten
tion

alität
は
、
も
し
時
間
の
流
れ
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の

時
間
図
式
に
あ
る
よ
う
に
、
左
か
ら
右
に
水
平
線
上
を
横
に
流
れ
る
場
合
、
そ

れ
を
横
切
れ
ば
、
当
然
、
縦
と
な
り
、
垂
直
を
指
す
縦
の
方
向
を
意
味
し
、「
縦

の
志
向
性
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、Län

gsin
ten

tion
alität

は
、
元
来
、en

tlan
g

「
に
沿
っ
て
、
を
辿
っ
て
」
の
意
味
で
あ
り
、「
流
れ
に

沿
っ
て
」
と
い
う
よ
う
に
使
用
さ
れ
、
流
れ
が
左
か
ら
右
へ
の
方
向
を
も
つ
場

合
、
そ
れ
に
沿
う
の
は
横
の
方
向
で
あ
り
、
横
軸
の
「
横
の
志
向
性
」
と
す
る

の
が
、
適
訳
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
谷
氏
は
、
同
じ
『
週
刊
読
書
人
』（
同
年
三
月
十
日
号
）
で
反
論

「
誤
訳
問
題
に
あ
ら
ず
」
を
掲
載
し
、「
縦
と
横
を
逆
に
し
て
い
る
」
と
い
う
山
口
氏

の
誤
訳
の
指
摘
に
対
し
て
は
、「
と
り
あ
え
ず
逆
で
も
よ
い
。
こ
れ
は
入
り
口
に
す
ぎ

な
い
」
と
し
て
、「
私
の
主
眼
は
ま
ず
（
縦
横
よ
り
）「
二
重
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
理

解
に
関
わ
る
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
把
持
は
、
過
ぎ
去
っ
て
い
く
客
観
（
の
感
覚
現

出
）
を
把
持
す
る
だ
け
で
な
く
、自
己
自
身
を
把
持
す
る
と
い
う
二
重
性
を
も
つ
」
と

い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
（
こ
の
点
は
山
口
氏
も
否
定
し
な
い
だ
ろ
う
）。
そ
れ
に
対

し
て
更
に
、『
週
刊
読
書
人
』（
同
年
三
月
十
日
号
）
に
山
口
氏
の
再
反
論
「
誤
訳
と
曲

解
の
関
連
に
つ
い
て
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
山
口
氏
の
強
調
し
た
い
と
こ
ろ
は
、「
過
去

把
持
の
志
向
性
は
、「
統
握
作
用
―
統
握
内
容
」
と
い
う
「
形
式
―
内
容
」
の
認
識
構

図
で
は
理
解
で
き
な
い
、
特
有
な
志
向
性
（
後
に
「
受
動
的
志
向
性
」
と
規
定
さ
れ
る
）

で
あ
る
」
と
い
う
フ
ッ
サ
ー
ル
の
見
解
で
あ
る
（
こ
の
点
は
谷
氏
も
否
定
し
な
い
だ
ろ

う
）。
そ
し
て
再
び
「
誤
訳
」
問
題
に
立
ち
戻
り
、そ
れ
が
「
曲
解
」
に
繋
が
る
の
は
、

「
谷
氏
が
、過
去
把
持
の
「
横0

の
志
向
性
（
横0

軸
）」
に
お
い
て
時
間
内
容
が
構
成
さ
れ

る
と
訳
出
す
る
と
き
」
で
あ
る
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
山
口
氏
に
よ
れ
ば
、「
時
間

内
容
が
構
成
さ
れ
る
」
の
は
、「
縦0

の
志
向
性
（
縦0

軸
）」
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
。
山

口
氏
の
著
書
『
現
象
学
こ
と
は
じ
め
―
日
常
に
目
覚
め
る
こ
と
』（
日
本
評
論
社
、

二
〇
〇
二
年
）
に
は
、
巻
末
に
「
現
象
学
の
基
本
用
語
と
索
引
」
が
つ
け
ら
れ
、「
縦

の
志
向
性
」
の
項
目
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

原
印
象
が
過
去
把
持
さ
れ
る
経
過
に
お
い
て
、
原
印
象
が
次
々
に
継
起
し
て
、

過
去
把
持
と
対
に
な
る
方
向
を
横0

の
志
向
性
と
呼
び
、
そ
れ
に
つ
い
て
過
去
把

持
の
連
な
り
を
通
し
て
意
味
の
ま
と
ま
り
が
で
き
あ
が
り
、
持
続
の
長
さ
が
決

ま
っ
て
く
る
、そ
の
よ
う
な
過
去
把
持
の
方
向
を
縦0

の
志
向
性
を
呼
ぶ
。（
同
書
、

三
一
三
頁
）

山
口
氏
か
ら
す
る
と
、「
縦0

の
志
向
性
（
縦0

軸
）」
が
重
要
で
、譲
れ
な
い
論
点
で
あ
っ

た
。
こ
の
論
争
の
発
端
と
な
っ
た
山
口
氏
の
『
存
在
か
ら
生
成
へ
』
は
、
フ
ッ
サ
ー

ル
初
期
の
『
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
』
か
ら
中
期
（
一
九
一
八
〜
二
六
年
）
の
『
受

動
的
綜
合
の
分
析
』
に
繋
が
る
時
間
論
と
り
わ
け
過
去
把
持
論
を
一
つ
の
重
要
な
論

点
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
山
口
氏
は
、「
受
動
的
綜
合
と
し
て
の
過
去
把

持
」
こ
そ
が
、「
カ
ン
ト
に
と
っ
て
謎
の
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
た
構
想
力
を
、
超
越
論
的

に
解
明
し
え
た
」
も
の
だ
っ
た
（
三
三
頁
）。
そ
こ
で
、「
縦0

の
志
向
性
」
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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そ
の
際
、
特
に
重
要
な
の
は
、
過
去
把
持
の
「
縦
の
志
向
性

0

0

0

0

0

」
で
あ
り
、「
そ
れ

は
、
流
れ
の
経
過
の
中
で
、
自
分
自
身
と
の
絶
え
ざ
る
合
致
統
一
に
お
い
て
あ

る
」（X

, 81

）
と
い
う
よ
う
に
、
絶
対
的
時
間
流
の
自
己
一
致
は
、
過
去
把
持
の

縦
の
志
向
性
に
お
い
て
確
証
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
合
致
統
一

こ
そ
、
二
〇
年
代
に
本
格
的
に
分
析
、
展
開
さ
れ
る
受
動
的
綜
合
と
し
て
定
題

化
さ
れ
る
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。『
時
間
講
義
』
か
ら
『
受
動
的
綜
合
の
分

析
』
に
向
か
う
時
間
分
析
の
深
化
と
は
、
過
去
把
持
の
縦
の
志
向
性
に
お
け
る

時
間
内
容
の
自
己
構
成
の
分
析
上
の
進
展
を
意
味
し
ま
す
。（
一
五
九
頁
）

し
か
も
、
山
口
氏
に
よ
る
と
、「
興
味
深
い
こ
と
は
、
近
年
、『
ベ
ル
ナ
ウ
時
間
草
稿
』

が
刊
行
さ
れ
、
こ
こ
で
、
時
間
形
式
が
中
心
に
な
る
『
時
間
講
義
』
と
、
時
間
内
容

に
重
点
を
置
く
『
受
動
的
綜
合
の
分
析
』
に
お
け
る
、
具
体
的
で
生
き
生
き
し
た
現

在
の
発
生
現
象
学
的
時
間
分
析
を
橋
渡
し
す
る
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
。
こ
の
初
期
か
ら
中
期
へ
の
「
受
動
的
綜
合
」

を
通
じ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
論
の
展
開
は
、
山
口
氏
が
主
眼
と
し
て
い
る
論
点
で

あ
る
（
こ
の
こ
と
も
谷
氏
は
否
定
し
な
い
だ
ろ
う
）。

と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
い
ま
山
口
氏
の
著
書
か
ら

引
用
し
た
文
の
な
か
で
引
用
さ
れ
て
い
る
『
内
的
時
間
意
識
の
講
義
』
の
箇
所
（X

, 

81

）
で
山
口
氏
が
「
縦
の
志
向
性

0

0

0

0

0

」（
傍
点
箇
所
）
と
訳
し
て
い
る
原
語
は
、

L
än

gsin
ten

tion
alität

で
あ
る
（
こ
こ
で
は
、
立
松
訳
以
来
の
標
準
的
訳
語
を
踏
襲
し

て
い
る
）。
前
述
の
よ
う
に
、『
週
刊
読
書
人
』（
同
年
二
月
二
四
日
号
）
で
山
口
氏
は
、

こ
の
語
を
「
横
の
志
向
性
」
と
す
る
の
が
適
訳
だ
と
し
て
い
た
は
ず
だ
。
こ
こ
で
は
、

山
口
氏
の
訳
語
が
「
逆
転
」
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
谷
氏
が
「
不
明

確
」
と
指
摘
し
た
一
例
で
あ
ろ
う
）。

さ
て
、
こ
こ
で
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
縦
／
横
」
と
い
う
日
本
語
は

相
対
的
で
あ
る
（
ど
こ
か
ら
ど
う
見
る
か
と
い
う
視
点
に
よ
っ
て
変
わ
る
）
こ
と
を
指
摘

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。『
広
辞
苑
』（
第
五
版
、
岩
波
書
店
）
で
は
、
次
の

よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
縦
」：
①
上
か
ら
下
へ
の
方
向
、
ま
た
長
さ
。「
―
書
き
」、
②
前
か
ら
後
ろ
の

方
向
、
ま
た
長
さ
。「
―
に
並
ぶ
」、
③
南
北
の
方
向
、
ま
た
距
離
。
④
「
た
て

糸
」
の
略
。
⑤
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
た
面
。
以
下
略
。

「
横
」：
①
縦
に
対
し
て
垂
直
の
方
向
。
上
下
に
対
し
て
、
水
平
の
方
向
。
立
っ

て
い
る
も
の
が
寝
た
位
置
。
ま
た
、
前
後
に
対
し
て
、
左
右
の
方
向
・
位
置
。

②
系
列
・
系
統
を
超
え
て
、
地
位
・
水
準
な
ど
が
同
じ
で
あ
る
と
の
関
係
。「
―

の
つ
な
が
り
」
③
正
面
・
背
面
で
は
な
く
、
側
面
。
特
に
、
左
右
の
立
面
。
以

下
略
。

「
縦
」
の
①
の
例
と
し
て
は
、
書
籍
や
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
で
「
横
書
き
」
に
対
し
て

「
縦
書
き
」
と
呼
び
、
座
標
の
ｘ
軸
を
「
横
軸
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
ｙ
軸
を
「
縦

軸
」
と
呼
ぶ
の
を
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
（
山
口
氏
は
基
本
的
に
こ
の
用
法
に
固
執
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）。
し
か
し
、「
縦
」
の
②
の
例
と
し
て
、「
縦
列
駐
車
」「
日
本
縦

断
」
な
ど
を
挙
げ
る
と
、
少
し
事
情
が
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
一
つ
の
例
と
し
て
、

「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
う
お
」
を
『
広
辞
苑
』
で
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る

（
次
頁
上
段
の
写
真
＝
図
1
を
見
な
が
ら
、
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
）。

「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
う
お
（
蝶
蝶
魚
）」：
体
は
側
扁
す
る
。
黄
色
の
地
に
暗
褐
色
の

縦
縞

0

0

が
あ
り
、
白
と
黒
の
横
帯

0

0

が
目
を
横
切
る
。（
傍
点
引
用
者
）

「
暗
褐
色
の
縦
縞
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、「
前
か
ら
後
ろ
へ
の
方
向
」（
水
平
方
向
）

に
走
る
数
本
の
縞
で
あ
り
、「
白
と
黒
の
横
帯
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を
目
の
あ
た
り

で
横
切
っ
て
、上
下
（
垂
直
方
向
）
に
走
る
二
本
の
帯
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
①
の
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「
縦
軸
／
横
軸
」
と
比
べ
る
と
、「
縦
と
横
が
逆

に
な
る
」
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
特
殊
な
例
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
日
本
語
の
さ
ま
ざ
ま
な
例
、
例
え
ば
、

「
縦
列
駐
車
」「
山
群
縦
走
」「
日
本
縦
断
」⑯
「
縦

貫
道
路
」「
三
列
縦
隊
」
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る

と
、
い
ず
れ
も
列
を
な
し
て
並
ん
で
い
る
「
前

／
後
」
の
方
向
（
つ
ま
り
、『
広
辞
苑
』
の
②
前
か

ら
後
ろ
へ
の
方
向
）、
長
い
流
れ
に
沿
う
方
向
に

対
し
て
「
縦
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、

「
縦
書
き
」「
縦
軸
」
の
用
法
（
つ
ま
り
、『
広
辞

苑
』
の
①
上
か
ら
下
へ
の
方
向
）
の
み
を
「
縦
」
と
し
て
普
遍
化
・
絶
対
視
で
き
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
⑤
の
「
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
た
面
」
が
「
縦
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、

時
間
の
流
れ
を
左
か
ら
右
へ
の
水
平
軸
で
描
く
と
す
れ
ば
、
流
れ
に
沿
っ
て
左
か
ら

右
へ
と
水
平
に
移
動
す
る
の
が
「
縦
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
ま
さ
に
、

フ
ッ
サ
ー
ル
が
「
縦
の
志
向
性
（L

än
gsin

ten
tion

alität

）」
と
い
う
時
の
「
縦
」
で

あ
る
。

も
う
一
度
、立
松
訳
の
『
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
』（
み
す
ず
書
房
、一
九
六
七
年
）

に
お
け
る
「
縦
の
志
向
性
」
と
「
横
の
志
向
性
」
の
く
だ
り
を
（
立
松
訳
を
基
本
と
し

な
が
ら
も
、
適
宜
、
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
拙
訳
に
し
な
が
ら
）
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
ま
ず
第
十
節
で
下
図
（
図
2
）
の
よ
う
な
「
時
間
の
図
表
」
に
よ
っ

て
、「
経
過
様
態
の
二
重
の
連
続
性
（D

oppelkon
tin

u
ität

）」（X
, 29

）
を
図
示
し
な

が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

次
々
に
新
し
い
今
が
現
れ
る
に
つ
れ
て
、
今
は
過
去
へ
変
移
し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
先
行
時
点
の
過
去
の
経
過
の
連
続
性
全
体
が
《
下
方
に
》、一
様
に
過
去
の
深

淵
（T

iefe

）
へ
後
退
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
図
で
は
、不
断
の
ｙ
軸
（O

rdin
aten

）

の
系
列
が
、
持
続
す
る
客
観
の
経
過
の
諸
様
態
を
示
し
て
い
る
。（X

, 28

）

こ
こ
で
座
標
を
表
す
と
き
に
使
う
「
ｙ
軸
」
と
い
う
語
（O

ridin
aten

）⑰

を
、
立
松
訳

で
は
「
縦0

軸
」
と
訳
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
述
の
「
①
上
か
ら
下
へ
の
方
向
」
に

対
し
て
「
縦
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
九
節
で
、

「
過
去
把
持
の
二
重
の
志
向
性
」
が
論
じ
ら
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
山
口
氏
が
引
用
し
た

「
流
れ
の
推
移
の
中
に
あ
っ
て
絶
え
ず
自
己
と
の
合
致
統
一
を
保
ち
つ
づ
け
る
縦
の

志
向
性
（L

än
gsin

ten
tion

alität

）
が
そ
の
流
れ
を
貫
い
て
い
る
」（X

, 81

）
と
い
う

く
だ
り
が
来
る
。
そ
し
て
少
し
後
に
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

〔
一
方
で
〕
私
が
音
に
方
向
を
向
け
、
注
意
深
く
《
横
の
志
向
性

（Q
u

erin
ten

tion
alität

）》
へ
と
入
り
込
む
場
合
に
は
、......

持
続
す
る
音
が
そ

こ
に
出
現
す
る......

。〔
他
方
で
〕《
縦
の
志
向
性
》
と
そ
の
な
か
で
構
成
さ
れ

る
も
の
定
位
す
る
場
合
に
は
、
私
は
反
省
す
る
眼
差
し
を
音
か
ら
原
感
覚
の
新

図 1：ちょうちょううお

図 2：時間図表
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た
な
も
の
と
把
持
さ
れ
た
も
の
と
へ
向
け
替
え
る
の
で
あ
る
。（X

, 82

）

要
す
る
に
、
こ
こ
の
立
松
訳
は
、
前
述
の
「
②
前
か
ら
後
ろ
の
方
向
」
に
対
し
て

「
縦
」
と
い
う
訳
語
を
使
い
、「
流
れ
を
貫
い
て
」（
図
表
の
Ａ
Ｅ
：
ｘ
軸
）
働
く
の
が

「
縦
の
志
向
性
」
で
あ
り
、
他
方
、「
流
れ
を
横
切
っ
て
」（
図
表
の
Ｅ
A’
：ｙ
軸
）
働
く

の
が
「
横
の
志
向
性
」
と
訳
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

第
十
節
で
（「
ｙ
軸
」
と
訳
せ
ば
問
題
な
か
っ
た
の
に
）「
縦
軸
」
と
訳
し
て
い
た
上
下
方

向
に
働
く
志
向
性
が
、第
三
九
節
で
は
「
横
の
志
向
性
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

「
縦
と
横
が
逆
転
」
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。「
縦
の
志
向
性
」
と
「
横
の
志
向

性
」
と
い
う
訳
語
を
こ
の
よ
う
に
使
お
う
と
す
る
な
ら
、誤
解
を
避
け
る
た
め
に
は
、

第
十
節
のO

rd
in

aten

は
「
縦
軸
」
で
は
な
く
、「
ｙ
軸
」
と
訳
す
べ
き
だ
っ
た
ろ

う
。
あ
る
い
は
、
第
四
三
節
で
は
、
類
似
の
図
表
と
と
も
に
、「
垂
直
系
列

（V
ertik

alreih
e

）」（X
, 93

）
と
い
う
語
が
使
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
倣
っ
て
、「
縦
軸
」

で
は
な
く
「
垂
直
軸
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
た
だ
ろ
う
。

立
松
訳
お
よ
び
そ
れ
を
踏
襲
し
た
谷
・
斎
藤
・
榊
原
の
各
氏
が
使
っ
て
い
る
「
標

準
的
」
訳
語
は
、Q

u
er- 

を
「
横
」
と
訳
し
、L

än
gs-

を
「
縦
」
と
訳
す
と
い
う
、

『
独
和
辞
典
』⑱

の
基
本
的
な
方
針
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
注
意
す
べ
き

は
、「
ｙ
軸
／
ｘ
軸
」
と
訳
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
に
「
縦
軸
／
横
軸
」
と
い

う
訳
語
を
使
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
「
縦
の
志
向
性
／
横
の
志
向
性
」
と
対
応
し

て
お
ら
ず
、
あ
え
て
言
え
ば
、「
縦0

軸
に
働
く
横0

の
志
向
性
」
と
「
横0

軸
に
働
く
縦0

の

志
向
性
」
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
こ
と
を
は
っ
き

り
と
明
記
し
て
お
か
な
い
限
り
、
時
間
図
表
の
垂
直
軸
（
ｙ
軸
）
を
「
縦
軸
」、
水
平

軸
（
ｘ
軸
）
を
「
横
軸
」
と
呼
ぶ
の
を
当
然
と
思
っ
て
い
る
読
者
か
ら
す
る
と
、「
縦

軸
／
横
軸
」
に
対
応
さ
せ
て
「
縦
の
志
向
性
／
横
の
志
向
性
」
と
誤
解
し
て
し
ま
う

恐
れ
が
確
か
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、「
縦
軸
／
横
軸
」
と
い
う
訳
語
と
「
縦
の
志

向
性
／
横
の
志
向
性
」
と
い
う
訳
語
を
上
記
の
よ
う
な
説
明
な
し
に
使
う
の
は
、
ミ

ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
だ
と
言
え
よ
う⑲
。
そ
れ
に
対
し
、
山
口
氏
が
『
現
象
学
こ
と
は
じ

め
―
日
常
に
目
覚
め
る
こ
と
』（
二
〇
〇
二
年
）お
よ
び『
存
在
か
ら
生
成
へ
』（
二
〇
〇
五

年
）
で
採
用
し
た
訳
語
は
、「
縦
軸
／
横
軸
」
を
基
本
に
据
え
て
、「
縦
軸
」
に
働
く

の
は
「
縦
の
志
向
性
」、「
横
軸
」
に
働
く
の
は
「
横
の
志
向
性
」
と
訳
す
べ
き
だ
、

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。
し
か
し
、そ
れ
は
「
標
準
的
」
訳
語
と
比
べ
る
と
、

「
縦
の
志
向
性
／
横
の
志
向
性
」
が
逆
転
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、前
述
の
よ
う

な
谷
氏
の
批
判
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
余
計
な
混
乱
を
招
く
怖
れ
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
後
、
山

口
氏
は
、『
人
を
生
か
す
倫
理
―
フ
ッ
サ
ー
ル
発
生
的
倫
理
学
の
構
築
―
』（
知
泉
書
館

二
〇
〇
八
年
）
で
は
、「
縦
の
志
向
性
／
横
の
志
向
性
」
と
い
う
訳
語
に
替
え
て
、「
過

去
把
持
の
縦
軸
の
交
差
志
向
性
（Q

u
erin

ten
tion

alität

）
と
横
軸
の
延
長
志
向
性

（L
än

gsin
ten

tion
alität

）」
と
い
う
新
し
い
訳
語
の
提
案
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

（
一
五
四
頁
）⑳
。「
縦
軸
／
横
軸
」
に
よ
っ
て
方
向
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
上
で
、「
横
の
志

向
性
」
が
「
横
軸
」
を
連
想
さ
せ
ず
、「
縦
の
志
向
性
」
が
「
縦
軸
」
を
連
想
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
訳
語
を
断
念
し
、「
交
差
志
向
性
」
と
「
延
長
志
向
性
」
と
い

う
訳
語
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
、「
縦
軸
／
横
軸
」
と
「
縦
の
志
向
性

／
横
の
志
向
性
」
が
繋
げ
て
連
想
さ
れ
る
の
を
避
け
て
、
原
意
を
汲
み
取
る
た
め
の

そ
れ
な
り
の
工
夫
が
さ
れ
た
も
の
と
は
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
「
縦
の
志
向
性
／
横
の
志
向
性
」
の

方
が
訳
語
と
し
て
シ
ン
プ
ル
だ
し
、「
縦
に
働
く
志
向
性
」
と
「
横
に
働
く
志
向
性
」

と
い
う
、
直
交
す
る
二
重
の
志
向
性
が
あ
る
と
い
う
の
が
直
感
的
に
分
か
り
や
す
い

の
に
対
し
、「
交
差
志
向
性
」
と
「
延
長
志
向
性
」
と
い
う
訳
語
で
は
、
そ
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
が
持
ち
に
く
い
。
逆
に
、「
交
差
／
延
長
」
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
余
計
な

イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
て
し
ま
い
、
何
が
ポ
イ
ン
ト
な
の
か
が
分
か
ら
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
（「
二
重
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う
な
）
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
と
り
わ
け
、「
延
長
」
と
い
う
の
は
、
デ
カ
ル
ト
以
来
の
伝
統
の
あ
る
手
垢
の
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つ
い
た
用
語
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
あ
ら
ぬ
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
る
か
と
思
う
。

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
論
争
に
決
着
が
つ
か
な
い
ま
ま
に
、
谷
訳
『
内
的
時
間
意
識

の
現
象
学
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
六
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
こ
で
は
「
標
準
的
」

訳
語
が
維
持
さ
れ
、
か
え
っ
て
誤
解
を
招
く
記
述
も
あ
っ
た
た
め
、
山
口
氏
は
新
著

『
発
生
の
起
源
と
目
的
―
フ
ッ
サ
ー
ル「
受
動
的
綜
合
」の
研
究
』（
知
泉
書
館
二
〇
一
八

年
）
の
第
Ⅰ
部
第
二
章
第
三
節
「
過
去
把
持
の
二
重
の
志
向
性
と
そ
の
訳
語
に
つ
い

て
」
に
お
い
て
、
再
度
こ
の
議
論
に
紙
面
を
割
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
谷
訳

に
つ
い
て
山
口
氏
が
指
摘
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
箇
所
に
つ
い
て
は
妥
当
な
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
私
な
り
に
ま
と
め
て
、
注
意
喚
起
を
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）
ま
ず
、
第
十
節
の
「
わ
れ
わ
れ
の
図
〔
＝
時
間
図
表
〕
で
は
、〔
複
数
の
〕
縦0

軸0

の
恒
常
不
断
の
系
列
」（
一
一
九
頁
、傍
点
引
用
者
）
と
い
う
箇
所
に
つ
け
ら
れ
た
訳

注
（
62
）
で
は
、「
図
表
で
言
え
ば
、
上
の
図
表
の
Ｅ
―
P’
―
A’
の
縦
軸
と
、
Ｐ
か
ら

真
下
に
向
か
う
縦
軸
で
あ
ろ
う
」（
二
二
五
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う

に
、こ
こ
で
言
う
「
縦
軸
（O

rdin
aten

）」
と
は
幾
何
学
座
標
の
「
ｙ
軸
」
の
こ
と
で

あ
り
、
垂
直
方
向
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
流
れ
の
縦
方
向
で
以
前
の
把

持
そ
れ
ぞ
れ
が......

」（
一
二
一
頁
）と
い
う
時
の「
流
れ
の
縦
方
向（L

än
gsrich

tu
n

g

）」

と
い
う
の
は
、「
流
れ
に
沿
っ
て
、あ
る
い
は
流
れ
に
同
行
す
る
（dem

 F
lu

ß en
tlan

g 

oder m
it ih

m
 geh

en
d

）」（X
, 29

）（
縦
長
の
）
方
向
な
の
で
、そ
れ
は
時
間
図
表
で
い

え
ば
水
平
方
向
の
は
ず
だ
か
ら
、訳
注
（
85
）
で
「「
流
れ
の
縦
方
向
」
―
こ
の
「
縦
」

は
第
十
節
の
時
間
図
表
で
の
垂
直

0

0

方
向
で
あ
ろ
う
」（
二
三
三
頁
）
と
あ
る
の
は
間
違

い
で
、「
こ
の
「
縦
」
は
第
十
節
の
時
間
図
表
で
の
水
平

0

0

方
向
で
あ
ろ
う
」
と
訂
正
さ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
二
）
第
三
九
節
で
、「
縦
の
志
向
性
が
、
す
な
わ
ち
〔
意
識
の
〕
流
れ
の
進
行
の
な

か
で
お
の
れ
自
身
と
の
恒
常
不
断
の
合
致
統
一
の
う
ち
に
あ
る
志
向
性
が
、〔
意
識
そ

れ
自
体
の
〕
流
れ
を
貫
い
て
い
く
の
で
あ
る
。」（
三
一
六
頁
）
と
い
う
箇
所
で
「
縦
の

志
向
性
」
と
訳
す
こ
と
自
体
は
と
り
あ
え
ず
問
題
な
い
と
思
う
が
、
こ
の
「
縦
の
志

向
性
」
は
「
意
識
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
あ
る
い
は
流
れ
に
同
行
す
る
」
志
向
性
な
の

で
、時
間
図
表
で
言
え
ば
ｘ
軸
方
向
（
水
平
方
向
）
に
働
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
「
縦
の
志
向
性
」
に
つ
い
て
の
訳
注
（
91
）
に
お
い
て
、「
英
訳
者B

rou
gh

は
そ

れ
をh

orizon
tal in

ten
tion

ality

（
地
平
的
志
向
性
）㉑

と
訳
し
て
い
る
」
と
し
て
、

「
こ
の
志
向
性
は
、
流
れ
に
沿
っ
て
縦
方
向
に
（len

gsw
ise

）
走
る
の
で
あ
り
、
こ
れ

がh
orizon

tal 

と
い
う
用
語
が
仄
め
か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」（
三
六
六

頁
）
と
い
うB

rou
gh

の
訳
注
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
縦
の
志
向
性
」
が

「
流
れ
の
縦
方
向

0

0

0

（L
än

gsrich
tu

n
g

）」
す
な
わ
ち
ｘ
軸
方
向
（
水
平
方
向
）
に
働
く
の

で
あ
れ
ば
、
第
十
節
で
、
ｙ
軸
（
垂
直
方
向
）
で
あ
るO

rd
in

aten

を
「
縦
軸

0

0

」
と

訳
し
て
し
ま
っ
た
ら
、「
縦
」
と
い
う
言
葉
で
指
し
て
い
る
方
向
が
入
れ
替
わ
る
こ
と

に
な
る
。
訳
者
と
し
て
は
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
断
る
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

（
三
）
逆
に
、
同
じ
第
三
九
節
の
「
横
の
志
向
性
」（
三
一
七
頁
）
に
つ
い
て
の
訳
注

（
１
０
４
）
で
、Q

u
er-

をtran
sverse

と
訳
し
た
英
訳
者B

rou
gh

の
訳
注
か
ら
、

そ
れ
は
「
内
在
的
な
時
間
客
観
に
向
か
う
志
向
性
は
、
流
れ
の
方
向
を
横
切
る
と
言

え
る
」（
三
六
九
頁
）
と
引
用
し
て
「
横
の
志
向
性
」
と
訳
す
と
し
て
お
り
、
そ
の
こ

と
自
体
は
と
り
あ
え
ず
問
題
な
い
と
言
え
る
が
、「
流
れ
の
方
向
を
横
切
る
」
と
い
う

の
は
、
第
十
節
の
時
間
図
表
で
言
え
ば
、「
流
れ
の
方
向
」
で
あ
る
ｘ
軸
（
水
平
方
向
）

を
横
切
る
ｙ
軸
方
向
（
垂
直
方
向
）
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、こ
こ
で
も
ｙ
軸
を
「
縦
軸
」

と
訳
し
て
し
ま
う
と
、「
横
」
と
「
縦
」
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
も
そ

の
こ
と
を
訳
者
と
し
て
は
注
記
す
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

（
四
）
同
様
に
、第
四
三
節
の
「
縦
方
向
の
意
識
流
に
し
た
が
う
〔
よ
う
に
下
降
し
て

い
く
〕（dem

 B
ew

u
ßtsein

sflu
ß der L

än
gsrich

tu
n

g n
ach

geh
en

d

）」（
三
三
六
頁
、

〔　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
）
と
い
う
箇
所
も
、「
流
れ
の
縦
方
向
」
と
同
様
に
、
時
間
図

表
で
い
え
ば
ｘ
軸
（
水
平
方
向
）
の
は
ず
な
の
で
、そ
こ
に
つ
け
ら
れ
た
「
よ
う
に
下

降
し
て
い
く
」
と
い
う
、
垂
直
方
向
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
補
足
は
誤
解
を
招
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く
し
、
ま
た
、
そ
こ
に
付
け
ら
れ
た
訳
注
（
２
３
５
）
で
、「
こ
こ
で
は
時
間
図
表
の

縦0

方
向
（
垂
直
方
向
）
が
考
え
ら
れ
て
い
る
」（
三
九
三
頁
、
傍
点
引
用
者
）
と
説
明
す

る
の
も
誤
ま
り
で
、こ
こ
で
は
「
時
間
図
表
の
横0

方
向
（
水
平
方
向
）
が
考
え
ら
れ
て

い
る
」
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
、「
縦
方
向
の
意
識
流
に
し
た
が

う
」
と
い
う
の
が
、「
流
れ
の
縦
方
向
」
に
し
た
が
う
の
と
同
様
に
、
時
間
図
表
で
い

え
ば
「
横
方
向
（
水
平
方
向
）」
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、「
縦
」
と
い
う
訳
語
に
ひ
き

ず
ら
れ
て
「
垂
直
方
向
」
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
。

要
す
る
に
、
そ
れ
な
り
の
説
明
（
解
説
）
を
つ
け
れ
ば
、
立
松
訳
を
踏
襲
し
た
「
標

準
的
」
な
訳
語
は
使
え
る
が
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
う
し
た
説
明
な
し
に
は
誤
解
を
招

く
、
と
い
う
の
が
、
私
の
結
論
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
説
明
（
解
説
）
が
な
い
限
り
、

山
口
氏
が
危
惧
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、「
横
の
志
向
性
／
縦
の
志
向
性
」
と
い
う
訳

語
は
、「〔
横
軸
の
〕
横
の
志
向
性
／
〔
縦
軸
の
〕
縦
の
志
向
性
」
と
誤
解
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
る
（
そ
う
誤
解
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
か
も
知
れ
な
い
）。

実
際
、
谷
氏
の
『
意
識
と
自
然
―
現
象
学
の
可
能
性
を
拓
く
―
』（
勁
草
書
房
、

一
九
九
八
年
）
に
も
そ
の
よ
う
な
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
谷
氏
は
、前
述
の
図
表
を
使
い

な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
〈
Ａ
―
Ｅ
〉
の
横
軸

0

0

は
、
す
で
に
確
保
さ
れ
た
（
一
）
客
観
的
時
間
を

表
し
、「
現
在
」
は
Ａ
か
ら
Ｅ
に
進
ん
で
い
く
。
Ｅ
か
ら
発
す
る
「
横0

の
志
向

性
」
は
、
こ
の
横
軸
方
向
に
お
い
て
、
Ｐ
を
把
持
し
、
さ
ら
に
は
Ａ
を
把
持
す

る
。
他
方
、〈
Ｅ
―
P’
―
A’
〉
の
縦
軸

0

0

は
、
ま
だ
客
観
的
時
間
へ
と
構
成
さ
れ
て

い
な
い
「
先
現
象
学
的
時
間
性
」......

を
表
す
。「
縦0

の
志
向
性
」
は
、こ
の
縦0

軸0

系
列
の
諸
位
相
（
先
経
験
的
時
間
を
構
成
し
て
い
る
意
識
の
諸
位
相
）
を
把
持
し

て
い
る
。（
三
九
六
頁
以
下
、
傍
点
引
用
者
）

こ
こ
で
は
、「
横
軸
」
に
働
く
「
横
の
志
向
性
」
と
「
縦
軸
」
に
働
く
「
縦
の
志
向

性
」
と
い
う
用
語
法
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
、「「
縦0

の
志
向
性
」
は
、
こ

の
横
軸

0

0

方
向
に
お
い
て
、......

「
横0

の
志
向
性
」
は
こ
の
縦
軸

0

0

系
列
の
諸
位
相
（......

）

を
把
持
し
て
い
る
」
と
す
べ
き
（
つ
ま
り
「
縦
／
横
」
と
い
う
表
記
が
入
れ
替
わ
る
）
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
、「
ｘ
軸
／
ｙ
軸
」
に
対
し
て
「
横
軸
／
縦
軸
」
と
い
う
訳

語
を
使
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
て
、「
横
の
志
向
性
／
縦
の
志
向
性
」
と

し
て
し
ま
っ
た
誤
り
の
一
例
で
あ
る
だ
ろ
う
。

と
い
う
こ
と
で
、「
谷
・
山
口
論
争
」
に
つ
い
て
の
私
な
り
の
結
論
は
、
次
の
四
点

に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

① 

時
間
図
表
で
使
わ
れ
る
「
ｘ
軸
／
ｙ
軸
」
に
対
し
て
、
も
と
の
ド
イ
ツ
語
に
は

な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
た
「
横
軸
／
縦
軸
」
と
い
う
訳
語
を
使
う
こ
と
は
避

け
た
ほ
う
が
い
い
。

② 
L

än
gsin

ten
tion

alität

を
「
縦
の
志
向
性
」
と
訳
し
、Qu

erin
ten

tion
alität

を
「
横
の
志
向
性
」
と
訳
す
こ
と
に
、
そ
れ
自
体
と
し
て
問
題
は
な
い
。

③ 

た
だ
し
、も
し
①
で
「
横
軸
／
縦
軸
」
と
い
う
訳
語
を
使
う
な
ら
、②
で
は
「
縦

／
横
」
が
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

読
者
の
注
意
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

④ 

「
ｘ
軸
／
ｙ
軸
」
に
対
し
て
「
水
平
方
向
／
垂
直
方
向
」
を
使
う
な
ら
、「
水
平

方
向
」
に
働
く
「
縦
の
志
向
性
」
と
、「
垂
直
方
向
」
に
働
く
「
横
の
志
向
性
」

と
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

ど
う
や
ら
、
訳
語
の
問
題
に
紙
数
を
割
き
過
ぎ
た
よ
う
だ
。
谷
氏
も
山
口
氏
も
、

重
要
な
の
は
訳
語
の
問
題
で
は
な
く
、「
事
象
そ
の
も
の
」
を
適
切
に
射
当
て
て
い
る

か
、
と
い
う
点
に
お
い
て
意
見
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
お
二
人
は
、
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そ
れ
ぞ
れ
に
強
調
し
た
い
論
点
を
持
っ
て
お
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
論
点
を
十
分

に
紹
介
し
考
察
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
私
が
強
調
し
た
い
論
点
は
ま

た
お
二
人
と
は
異
な
り
、
現
象
学
的
時
間
論
と
現
象
学
的
空
間
論
を
パ
ラ
レ
ル
に
論

じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
振
り
返
る
と
、
私
は
、
現
象
学
的
時
間
論
に
お
い

て
（
過
去
）
把
持
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
「
縦
の
志
向
性
」
と
「
横
の
志
向
性
」
の
議
論

は
、現
象
学
的
空
間
論
に
お
け
る
「
間
隔
（A

bstan
d

）」
と
「
距
離
（E

n
tfern

u
n

g

）」

の
議
論
（
前
述
）
と
パ
ラ
レ
ル
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
ア

イ
デ
ア
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず

る
ほ
か
な
い
。

注①　
静
岡
大
学
教
養
教
育
「
哲
学
・
思
想
分
野
」
分
科
会
編
集
の
『
哲
学
思
想
へ
の
誘

い
』（
二
〇
〇
三
年
三
月
）。
そ
の
後
、拙
著
『
可
能
性
と
し
て
の
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学

―
他
者
と
と
も
に
生
き
る
た
め
に
―
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
の
第
一
部
第
一

章
に
収
録
。

②　

フ
ッ
サ
ー
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
』（H

u
sserlian

a

）
を
テ

キ
ス
ト
と
し
て
作
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て
、
特
定
の
語
句
に

つ
い
て
検
索
を
行
っ
た
結
果
が
収
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。現
在
も
生
き
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
次
を
参
照
。h

ttp
://w

w
w

.let.osak
a-u

.ac.jp
/~

cp
sh

am
a/

H
U

A
/j/H

U
A

-h
om

e.h
tm

l

（
二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日
ア
ク
セ
ス
）

③　

共
同
研
究
者
と
し
て
、
谷
氏
の
ほ
か
、
貫
成
人
、
和
田
渡
、
水
谷
雅
彦
、
榊
原
哲
也

の
各
氏
に
協
力
い
た
だ
い
た
。

④　

谷
氏
と
私
の
ほ
か
の
呼
び
か
け
人
は
、
斎
藤
慶
典
、
榊
原
哲
也
、
貫
成
人
、
野
家
伸

也
、
宮
原
勇
、
和
田
渡
、
山
口
一
郎
の
各
氏
で
あ
っ
た
。

⑤　

拙
稿
「
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ 

―
「〈
か
た
り
〉
の
虚
と
実
」
を
め

ぐ
っ
て
―
」（
木
村
敏
・
坂
部
恵
監
修
『〈
か
た
り
〉
と
〈
作
り
〉　

臨
床
哲
学
の
諸
相
』、

河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）、
お
よ
び
拙
稿
「
二
つ
の
「
臨
床
哲
学
」

が
再
会
す
る
と
き
」（
木
村
敏
・
野
家
啓
一
監
修
『
臨
床
哲
学
と
は
何
か　

臨
床
哲
学

の
諸
相
』、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
一
月
）。

⑥　

例
え
ば
、
和
田
渡
氏
の
「
根
源
へ
の
遡
行
―
ベ
ル
ナ
ウ
草
稿
（
一
九
一
七
―
一
八
）

に
お
け
る
意
識
流
の
問
題
」（『
同
志
社
哲
學
年
報
』
8
、一
九
八
五
年
）
や
「
遡
行
的

変
様
―
フ
ッ
サ
ー
ル
初
期
時
間
論
に
お
け
る
「
根
源
」
の
問
題
」（『
哲
學
』
38
号
、

一
九
八
八
年
）
や
、榊
原
哲
也
氏
の
「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
意
識
―
初
期
時
間
論
に
お

け
る
「
時
間
構
成
的
意
識
流
」
の
概
念
の
生
成
」（『
哲
学
雑
誌
』
１
０
４
号
、一
九
八
九

年
）
な
ど
で
あ
る
。

⑦　

拙
稿
「
時
間
と
他
者
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
―
地
平
と
間
主
観
性
の
現
象
学
・
序
説
―
」（
日

本
哲
学
会
編
『
哲
學
』、
38
号
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。

⑧　

拙
稿
「
空
間
の
現
象
学
に
む
け
て
」（
静
岡
大
学
人
文
学
部
『
人
文
論
集
』
第
四
四

号
の
二
、
一
九
九
四
年
）、同
「
幾
何
学
的
空
間
と
生
き
ら
れ
る
空
間
」（
静
岡
大
学
人

文
学
部
『
人
文
論
集
』
第
四
五
号
の
一
、
一
九
九
四
年
）。
こ
の
二
本
の
論
文
は
、
拙

著
『
フ
ッ
サ
ー
ル
間
主
観
性
の
現
象
学
』
で
は
大
幅
に
削
ら
れ
て
、
第
一
部
第
五
章

「
身
体
と
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
的
空
間
」
に
組
み
込
ま
れ
た
た
め
、そ
の
後
、拙
著
『
可

能
性
と
し
て
の
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
』（
二
〇
一
八
年
）
第
二
部
第
一
章
・
第
二
章
で

元
の
形
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑨　

そ
の
た
め
、
前
掲
拙
稿
「
時
間
と
他
者
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
は
、
拙
著
『
フ
ッ
サ
ー
ル

間
主
観
性
の
現
象
学
』（
一
九
九
五
年
）
の
第
二
部
第
八
章
「
他
者
と
時
間
・
空
間
」

に
組
み
込
ま
れ
た
。

⑩　

そ
の
他
に
、一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
六
年
の
講
義
録
と
草
稿
か
ら
成
る
『
受
動
的

総
合
の
分
析
』（
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
第
十
一
巻
）
や
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
三
五
年
の

講
義
録
と
草
稿
か
ら
成
る『
間
主
観
性
の
現
象
学
』（
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
第
十
三
〜
十
五

巻
）
な
ど
に
も
、
時
間
論
に
関
わ
る
議
論
が
含
ま
れ
て
い
る
。

⑪　

"G
rundlegende U

ntersuchungen zum
 phänom

enologischen U
rsprung 

der R
äu

m
lich

keit der N
atu

r," in
: Faber, M

.

（ed.

）, P
h

ilosoph
ical essays 

in
 m

em
ory of E

d
m

u
n

d
 H

u
sserl, H

arvard U
n

versity P
ress, 1940. （

新
田

義
弘
・
村
田
純
一
訳
「
自
然
の
空
間
性
の
現
象
学
的
起
源
に
関
す
る
基
礎
研
究
―
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
説
の
転
覆
」『
講
座
・
現
象
学
』
第
三
巻
、
弘
文
堂
、
一
九
八
〇
年
。
ほ
か

に
、"N

otizen
 zu

r R
au

m
kon

stitu
tion

," h
rsg. von

 A
. S

ch
ü

tz, in
: Jou

rn
al 

of ph
ilosoph

y an
d

 ph
en

om
en

ological research
 1, 1940.

が
あ
る

⑫　

同
様
に
、『
間
主
観
性
の
現
象
学
』（
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
第
十
三
〜
十
五
巻
）
に
も
、

空
間
論
に
関
わ
る
議
論
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
山
口
氏
と
の
共
同
監
訳
に
よ
る
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フ
ッ
サ
ー
ル
『
間
主
観
性
の
現
象
学
Ⅱ
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
三
年
）
の
第

一
部
「
自
他
の
身
体
」
を
参
照
。

⑬　

き
ち
ん
と
参
照
箇
所
を
示
す
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

⑭　
『
フ
ッ
サ
ー
ル
全
集
（H

u
sserlian

a

）』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
括
弧

内
に
ロ
ー
マ
数
字
で
巻
数
を
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
頁
数
を
表
す
。

⑮　

な
お
、
こ
こ
で
は
、R

eten
tion

を
谷
氏
は
「
把
持
」
と
訳
し
、
山
口
氏
は
「
過
去

把
持
」
と
訳
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
共
同
監
訳
の
『
間
主
観
性
の
現
象
学
』
で
は
、

「（
過
去
）
把
持
」
と
い
う
訳
語
を
使
う
こ
と
に
し
た
。R

eten
tion

と
い
う
語
に
は
、

R
e-

（
再
、
反
の
意
）
と
い
う
前
倚
辞
が
つ
い
て
は
い
る
が
、
主
題
的
に
「
過
去
」
と

い
う
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、主
題
的
に
過
去
に
向
か
う
「
想
起
」
と

異
な
り
、
非
主
題
的
に
「
た
っ
た
い
ま
」
を
保
持
し
て
い
る
だ
け
のR

eten
tion

に
、

初
め
か
ら
「
過
去
」
と
い
う
訳
語
を
つ
け
て
し
ま
う
の
は
、誤
解
を
招
く
と
い
う
趣
旨

か
ら
で
あ
る
。

⑯　

因
み
に
、
先
日
或
る
台
風
が
、
宮
崎
の
東
方
海
上
を
北
上
し
、
四
国
と
九
州
の
間
の

豊
後
水
道
を
突
っ
切
っ
て
広
島
県
か
ら
島
根
県
に
抜
け
て
い
っ
た
時
、テ
レ
ビ
の
天
気

予
報
の
番
組
で
は
、「
日
本
列
島
を
縦
断
」
と
呼
ん
で
い
た
。
基
本
的
に
長
い
島
の
長

辺
に
沿
っ
て
移
動
す
る
の
は
「
縦
断
」
で
、そ
の
長
辺
を
横
切
る
の
は
「
横
断
」
で
あ

る
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
列
島
は
弓
な
り
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
東
北
地
方
で
は

南
か
ら
北
へ
の
移
動
が
「
縦
断
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
四
国
・
中
国
地
方
で
は
南
か

ら
北
へ
の
移
動
は
「
横
断
」
の
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、ど
う
も
天
気
予
報
の
用
語
法

と
し
て
は
、
ど
の
地
方
に
あ
っ
て
も
、
南
北
の
移
動
は
「
縦
断
」
と
呼
ぶ
よ
う
で
あ

る
。

⑰　

こ
れ
に
対
し
て
、
ｙ
軸
と
直
交
す
る
ｘ
軸
はA

bszisse

と
呼
ば
れ
る
が
、
ド
イ
ツ

語
で
は
ど
ち
ら
に
も
「
縦
／
横
」
と
い
う
語
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

フ
ッ
サ
ー
ル
も
、A

bszissen
rich

tu
n

g

と
い
う
語
をO

rdin
ate

と
い
う
語
と
と
も

に
使
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
（X

, 332

）。

⑱　

例
え
ば
、『
木
村
・
相
良
独
和
辞
典
』（
博
友
社
、
一
九
六
三
年
）、
シ
ン
チ
ン
ゲ
ル

他
『
現
代
独
和
辞
典
』（
三
修
社
、一
九
八
〇
年
）
冨
山
芳
正
（
編
集
主
幹
）『
独
和
辞

典
』（
郁
文
堂
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

⑲　

例
え
ば
、『
現
象
学
事
典
』
の
「
時
間
」
の
項
目
（
斎
藤
氏
執
筆
）
で
、「
縦
の
志
向

性
」
と
「
横
の
志
向
性
」
の
理
解
が
間
違
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
が
、気
を
つ
け
な

い
と
い
け
な
い
の
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
「
時
間
図
表
」
の
説
明
が
あ
り
、
そ
こ
に
、

「
図
の
縦
軸
が
お
の
お
の
の
時
間
位
相
で
あ
り......

」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
縦
軸
」
と

い
ま
引
用
し
た
箇
所
の
「
縦
の
志
向
性
」
と
で
は
、「
縦
」
の
方
向
が
入
れ
替
わ
っ
て

い
る
。
そ
の
こ
と
を
読
者
に
誤
解
の
な
い
よ
う
に
説
明
し
て
お
く
（
あ
る
い
は
、「
縦

軸
」
で
は
な
く
「
ｙ
軸
」
と
す
る
）
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
他
方
、
同
書
「
時
間
意

識
」
の
項
目
（
榊
原
氏
執
筆
）
で
は
、時
間
図
表
の
「
縦
軸
／
横
軸
」
と
の
対
応
関
係

に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
注
記
は
不
要
で
あ
ろ
う
。

⑳　

そ
の
た
め
、
山
口
氏
は
、『
現
象
学
こ
と
は
じ
め
―
日
常
に
目
覚
め
る
こ
と
』
改
訂

版
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
で
も
、
旧
版
で
「
縦
の
志
向
性
／
横
の
志
向
性
」

と
し
て
い
た
箇
所
を
、「
過
去
把
持
の
縦
軸
の
交
差
志
向
性
（Q

u
erin

ten
tion

alität

）

と
横
軸
の
延
長
志
向
性
（L

än
gsin

ten
tion

alität

）」
と
修
正
し
て
い
る
。

㉑　

そ
の
意
味
で
は
、horizon

tal

は
「
水
平
的
志
向
性
」
と
訳
す
ほ
う
が
よ
か
っ
た
だ

ろ
う
。

（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）


